
 
 
 事業の背景                                  
 
◆これまで、難病患者の相談支援と重度訪問介護従事者の養成に取り組んできました

が、震災以降、岩手・宮城・福島の被災３県からの相談が特に多くなりました。中
でも、震災後の福島県のニーズは特殊で、難病患者の多くは自宅に戻れないまま避
難生活を送っています。 

 
◆平成２４年度に社会福祉士及び介護福祉法が一部改正され、一定の要件のもとで、

介護職員やヘルパーが医療的ケアができるようになりましたが、被災地では医療的
ケアに対応できる介護者が不足しています。 

 
 
 事業の概要                                  
 
◆被災地において、実際に支援に直接携わった専門職、当事者やその家族を個別訪問

し、ニーズ調査を行いました。被災地特有のケアニーズを徹底的に調査し、全国に
その問題を広く認識させ、政策につなげていくために報告書にまとめました。 

 
◆また、被災地の人材不足を解消するために、全国の専門職と被災地の専門職をつな

ぐネットワークの構築を目的に、被災地と東京都でシンポジウムを開催し、介護従
事者の養成研修を開催する基盤を整えました。 

 
◆今後は、調査からみえてきた人材育成や在宅療養のための情報不足の解決に向けて、

シンポジウムで培われたネットワークを活かし、被災地をバックアップしていくこ
とが必要であり、その具体的な取り組みが求められます。 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

キーワード 難病患者 被災者支援 啓発 活 動 地 域 全国・広域 

事 業 名 被災者に聞け、進化する介護２０１２事業 

事 業 年 度 平成 24 年度 助 成 金 額 14,538 千円 

団 体 名 特定非営利活動法人 ＡＬＳ／ＭＮＤサポートセンター さくら会 

所 在 地 
〒164-0011 東京都中野区中央３－３９－３ 

ＴＥＬ：03-5937-1370 

団 体 Ｈ Ｐ http://www.sakura-kai.net/wp/ 

活動報告書 
＜クリック！＞ 

 

☞ＡＬＳ患者とその家族、実際に支援を行っている介護士や保健師に丁寧に聞き取り調査を
行なったことで、被災３県それぞれの地域の実情を踏まえた支援の在り方について検討す
ることができました。また取り組みから見えてきた課題を幅広く発信し、政策提言にもつ
なげています。 

ここに注目！ 

http://www.sakura-kai.net/wp/
http://www.wam.go.jp/Densi/kikin/eJoseiLib/seikabutsu/2012/20120309020-01.pdf
http://www.wam.go.jp/Densi/kikin/eJoseiLib/seikabutsu/2012/20120309020-01.pdf

